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令和５年度（2023年度）社会教育ベーシック講座（第３回） 

 

＜事業報告書＞ 

 

Ⅰ 事業概要 

 

１ 事 業 名 

  令和５年度（2023年度）社会教育ベーシック講座（第３回） 

 

２ 日  時 

  令和５年（2023年）11月 17日（金）14：00～16:15 

 

３ 場  所 

  Ｗｅｂ会議システム（Ｚｏｏｍ）によるオンライン開催 

 

４ 参加人数 

  15名（申込者数 18名） 

 

５ 参加者属性（年代／「社会教育主事」任用資格の有無／区分） 
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６ プログラム 

 

                                                                        13:30  14:00              16:00 16:15 

事前 

オンデマンド 

配信 

事前講義 

（20分） 
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入
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応答 

閉
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プログラム 講師等 内容 

事前講義 

（オンデマンド配信） 

【講師】 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

国立乗鞍青少年交流の家次長 

          谷崎  誠 氏 

「こども向け体験活動の意

義とは？～なぜ、いま、それ

やるの？～」 

講義＆演習 

「事業の企画・運営の実際

～やるべき（求められてい

る）こと・（私が）やりたい

こと～」 

質疑応答 

【進行】 

北海道立生涯学習推進センター職員 

 

 

Ⅱ アンケート結果 

 

１ 本講座の満足度 
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２ こども向け体験活動の意義について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ こども向け事業の企画・運営のポイントについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 講義＆演習を通して、こども向け事業の意義・企画・運営に関して、理解したこと、気

づいたこと。 

〔自由記述〕 

  ○目的と目標の違いがよく理解できた。手段ばかり追っていた気がするので、もっとし

っかりと目的を持ってやりたい。 
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○子どもたち自由に選択できる場面がある事業を展開したいと思った。 

○企画する上では、まず自分が楽しめるかどうかが大切だということ。 

○安全管理が一番気を付けるべきことだとあらためて、気がつかされました。 

○「大切にしたい」にも様々な階層があることがよくわかりました。 

○ネット環境によってはルーム間の移動に時間がかかるので、少しゆったり目に進行

していただけると助かります。 

○地域やプロの方と一緒に行うなどが大切とわかりました。 

○子どもの頃に自然体験を学ばせることの意義を知り、もっと体験活動に取り組みた

いと思いました。 

○自分の街で弱いところが、他の市町村では強かったりと、お互いの街のやり方や考え

方を共有できたので、とても有意義な研修となった。 

○６Ｗ２Ｈ１Ｓを意識し、特に why、what、howから企画することが大切。特に、目的

を考え、そのための目標設定が大切。 

○「懐の深さ」という言葉で表現されていた部分が、魅力ある事業作りに大きく影響し

ているのだろうな、と感じました。「楽しそうな大人の姿」もとても大切だと思いま

す！ 

 

５ 講座全体を通しての感想等 

〔自由記述〕 

○いろいろな人たちと交流できて、新しい着想を得られました。 

○他の市町村の方と意見・情報交換ができ、有意義だったが、それだけであった。 

もう少し講座の部分があってもよかったかもと感じた。 

○ありがとうございます！また、話聞きたいです！ 

○様々な立場の方々の意見を聴くことができ、とても参考になった。 

○様々な方とお話しできて、地域の実態に合わせた取組の数々が参考になりました。 

○講師や他の町の方からアイデアをたくさんもらいました。ありがとうございました。 

○やはりこういう企画に集まる人は想いがつながるんだなと嬉しく思いました。企画

運営ありがとうございました。 

○短い時間の中に、ぎゅっと凝縮したとても良い研修でした。 

○質疑応答がとても参考になりました。また、いろんな方とお話ができ、いい機会とな

りました。ありがとうございました。 

○大変勉強になりました。ありがとうございました。 

○実施日を入力すると目標日が出るシート、うらやましいと思いました。 

 

 

（次のページへ続く） 



5 

 

６ 次年度以降の「社会教育ベーシック講座」の開催方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔回答理由〕 

  ○会話が難しいので、直接のほうが話しやすい。 

○グループワークがオンラインだとやりづらく感じる、対面でのグループワークの方

が対話がしやすい。 

○会場までの、旅費がない。 

○交流や話し合いがしやすいから 

○複数回会場に集まることが難しいため。 

○時間さえ合わせれば参加できるから。 

○理論だけでなく実技も学びたいから。 

○札幌まで遠いので。 

○北海道は広いので…ただ対面も大事だと思います。基本対面で、オンライン参加も認

める、としていただけるとありがたいです。 

○この時期は、新年度予算等で時間が取れないため、zoomだと時間短縮になる。 

○実際に、事業計画を組み立てるところまで研修としてやりたい。 

○よりいろんな方とお話ができると感じるため。 

○実際にお会いして、講師の方の良さを更に感じながら、色々なことを学ばせていただ

けると嬉しいです。 

○距離・費用的に札幌での対面は厳しいです。 

 

 

（次のページへ続く） 
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７ 次年度以降、「社会教育ベーシック講座」で取り上げてほしいテーマ 

 〔自由記述〕 

  ○アイデアから実現に至るまでの実習。 

○社会教育事業のチラシ作成のコツなど。 

○社会教育事業における、地域の人材発掘の方法(講師等)について。 

○事例発表をもっとききたいです。 

○地域課題の把握について。 

○青少年教育について。 

○異年齢交流、継続性。 

○同じテーマでも良いかと思います。振り返りの良い機会となる。 

○官民連携。 

○社会教育の事業例などについて。 

○子ども向け事業の企画・運営について学ぶ(続編)。 


